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1. はじめに

IvyFEM4HPlaneWaveguideは 2次元導波路伝達問題(H面/E面)のシミュレーションアプリケーショ
ンです。TE10モードを入射したときの界分布(H面のとき|Ez|、E面のとき|Hz|)や散乱係数|S11|、|S21|
（ポート 1から入射の場合）の周波数特性を計算することができます。
なおお問い合わせはEメールかTwitterからお願いいたします。

2. インストール

2.1. 必要なライブラリ

  〇 .Net Framework 4.6.1
  〇 Microsoft Visual Studio 2019 C++(x64) Runtime Library

2.2. アプリケーションフォルダの解凍と起動

IvyFEM4HPlaneWaveguide0.0.0.1.zip (0.0.0.1はバージョン番号です。適宜読み替えてください）を
解凍してください。
フォルダの中に IvyFEM4HPlaneWaveguide.exeがあります。これがアプリケーションです。ダブルク
リックすると次のようなアプリが起動します。

 

https://twitter.com/ryujimiya2361


3. 図面

3. 1. 多角形作成

(1) [Polygon]ボタンを選択します。



(2) 左クリックを押し続けながら位置を移動させると直線が表示されます。
 
左クリックを離すと直線が確定し、次の直線の作成に移ります。
 最終的に図形の始点と終点が一致し、図形が閉じて多角形になった時点で多角形作成は完了です。







(4) 頂点の位置の調整

[None]ボタンをクリックします。
頂点をクリックすると次のような設定画面が表示されます。座標を入力してください。



3.2. 媒質の設定

※複数の媒質はH面導波路のときのみです。E面導波路の場合は単一媒質にしてください。

(1) [Fill]ボタンをクリックすると、媒質選択のポップアップが表示されます。
　　　設定したい媒質にチェックを入れ比誘電率などを入力します。





(2) 媒質を埋めたい領域にマウスオーバーし（色が変わります）、クリックすると媒質が設定されます。







3.3. ポートの設定

[Port]ボタンをクリックします。
ポートに設定したい境界にマウスオーバーし（色が変わります）、クリックするとポートが設定されます。
クリックした順にポート番号が振られます。



ポート番号の順番を変更するときは、[Numbering Port]ボタンをクリックし、ポートを順にクリックしてく
ださい。





3.4. 入力ポートの設定

[Incident Port]ボタンをクリックし、入力ポートにしたいポートをくりっくしてください。
（デフォルトでポート 1が入力ポートになっています。）

3.5.  元に戻す / やりなおし
[Undo]ボタン（または[Ctrl]+[Z])で元に戻します。
[Redo]ボタン（または[Ctrl]+[Y])でやりなおします。



4. 保存

図面を作成したら[ファイル]メニューの[上書き保存]メニューアイテムか[名前を付けて保存]メニューア
イテムで保存してください。(計算は保存しなくてもできますが、ファイルを保存していないと計算結果が
保存されません。）



5. 計算

5.1. 計算設定

[計算設定]メニューの[計算設定]メニューアイテムをクリックすると表示されます。

H面導波路(TE10モード)の場合

E面導波路(TE10モード)の場合
E面に垂直な方向の寸法（導波路幅)を指定する必要があります。



5.2. メッシュ表示

[計算設定]メニューの[メッシュ表示]メニューアイテムをクリックすると表示されます。



5.3. ファイルを保存

[ファイル]メニューの[上書き保存]メニューアイテムをクリックして、これから実施する計算の設定を保
存します。

5.4. 計算実行

[計算実行]ボタンをクリックします。

※グラフは「散乱係数」「モード伝搬特性」「モード界分布」があり、垂直スクロールバーを使って上下
すると表示できます。



5.5. 角周波数の分布表示（※ファイルを保存してから計算した場合）

[→]で次の周波数に移動します。
[←]で前の周波数に移動します。



6. データファイル

計算が完了すると、保存した ivyファイルと同じフォルダに次のようなファイルが作られます。
保存したファイルが test.ivyだとすると、

test.cadobj2     IvyFEM.dllのCadObject2Dファイル
test.mshobj2    IvyFEM.dllのMesher2Dファイル(座標が格納されている)
test.nod            節点ファイル(節点番号と座標番号の対応）
test_0.dat         (周波数毎の）計算結果データファイル

ここでは本アプリで計算した結果を他のアプリなどで利用するのに必要な情報を説明します。

6.1. Ivyファイル(拡張子.ivy)

CADループ(領域）
LoopList,[ループ数]
Loop,[カウンター],[Loop Id],[媒質 Id]

ポートのCADエッジのコレクション（境界)
EdgeCollection,[カウンター],[エッジコレクション番号],[エッジ数],[エッジ Id],.[エッジ Id],....

入射ポート番号
IncidentPortNo,[入射ポート番号]

媒質
Materials,[媒質数]
[媒質インデックス],[名前],[色R],[色G],[色B],[比誘電率]

※媒質 Id =  媒質インデックス + 1です。



6.2. CadObject2Dファイル(  拡張子 cadobj2)

6.3. Mesher2Dファイル(拡張子.mshobj2)

6.4. 節点ファイル(拡張子.nod )

節点座標がカンマ区切りで並んでいます。

Coord,[節点座標数]
[座標番号],[X座標],[Y座標]







三角形要素の媒質 Id、節点の座標番号が並んでいます。
TriangleFE,[要素数]
[要素番号],[媒質番号],[節点],......



→  節点番号 座標番号対応がカンマ区切りで並んでいます。

Port,[ポート数]
PortNodeToCoord,[ポート節点数]
[ポート節点番号],[座標番号]
NodeToCoord,[節点数]
[節点番号],[座標番号]

PortNodeToCoordはポート境界上の節点の並びでポート数分繰り返されます。
NodeToCoordは領域全体の節点の並びです。



6.5. (周波数毎の）計算結果データファイル(拡張子.dat)

ファイルは計算した周波数分あります。
ファイルの中身はカンマ区切りで以下のように並んでいます。

freqIndex,[周波数番号]
normalizedFreq,[規格化周波数]
portCnt,[ポート数]
modeCnt,[モード数]
eigenValue,[伝搬定数実部],[伝搬定数虚部]
eigenVec,[ポート節点数]
[モードEz実部],モードEz虚部]
Ez,[節点数]
[Ez実部],[Ez虚部]
SMatrix
portSVector,[ポート番号],[モード数]
[モード散乱係数の実部],[モード散乱係数の虚部]

eigenValue、eigenVecの組はポート 1のモード数、ポート 2 …のモード数、 の順に繰り返されます。
[モードEz実部],[モードEz虚部]は eigenVecの[ポート節点数]分繰り返されます。
[Ez実部],[Ez虚部]はEzの[節点数]分繰り返されます。
portSVectorはポート 1、ポート 2の順に繰り返されます。
図で portSVector,0の行の次の行がポート 1からTE10モード入射時のポート 1のTE10モード振幅、



すなわち S11です。
同様に portSVector,1の次の行がS21になります。


